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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

営農再開時には、獣類による農作物への被害が懸念されるため、加害獣種を特定し対策を講
じることが必要である。スタンプ板の利用により、多様な獣種の足跡を簡易に安価に採取で
き、加害獣種に応じた被害対策が可能になる。 
                                                                                                                           
（１） スタンプ板は、ホームセンター等で市販されている黒セルスポンジ（30cm四方、約 260円）

をベニヤ板（30cm×90cm、約 700 円）の中央に固定し、両側に炭酸カルシウム（粉末）
を薄く敷設する（図１）。 

（２） 農作物被害が懸念される 6獣種の足跡が確認された（図２）。 
（３） 獣道や畝間等の獣類が通りやすい場所に設置すると効果的である。 
（４） 湿り気のある土壌では、炭酸カルシウムがなくとも足跡の採取が可能である。 

 
２ 期待される効果 

（１） 鳥獣被害対策担当者や農業者が加害獣種を判別できることから、獣種に応じた効果的な対
策が可能になる。 

 
３ 活用上の留意点 

（１） 複数獣種の足跡が 1 枚のスタンプ板に残る場合や、足跡同士が重なる場合が多いため、判
別時には注意して確認する（図３）。 

（２） 雨天時には、スタンプ板上の足跡が不明瞭となりやすい。 
（３） 黒セルスポンジが折れ曲がると、足跡が残りにくいため、ベニヤ板にしっかり貼りつける。 
（４） イノシシ出没の際にスタンプ板が壊される事例が多く見られるため、L 字杭等でベニヤ板

を固定する。 
（５） 検出範囲は非常に狭いため、出没頻度や生息数等の調査には利用できない。 
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図２ スタンプ板で採取した 6獣種の足跡とその特徴 

図３ スタンプ板に残された複数の
足跡（タヌキとハクビシン） 

図１ スタンプ板の設置方法 


